




要約:発達遅延児に対する発達促進法として種々の手技が用いられている。それらの手技が

いかなる治療的効果を有するかについて表面筋電図を指標に検討した。対象は精神発達遅

延児である。結果①腹臥位は背臥位より頸部･体幹･上肢の伸筋群の活動を高めた。この現

象は・腹臥位で頭部挙上ができない児にもみられた｡②引き起こし手技では,背臥位から坐

位より,坐位から背臥位の方が頸・体幹の屈曲群の活動は持続的であった。頸・体幹の屈曲

ができない児では,この手技は屈・伸筋群両者の筋活動を高めた。③腹臥位で頭部挙上ので

きない児に対し他動的にあごを支え頭部を挙上する手技は,頸部伸筋群の活動を高めた。以

上の結果を,発達促進手技が児に与える特異的効果と非特異的効果という視点から考察し

た。 


